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明けましておめでとうございます。会員の皆様におかれましては佳き新年をお迎え

になられたことと心よりお慶び申し上げます。

2013 年の主な出来事を振り返りますと、3月初旬には米国 Baltimore 市で USCAP

（United States and Canadian Academy of Pathology）が開かれ、日本からも多くの

方が参加されました。恒例となった火曜日の Japan Night は 70 名を超える参加者で、

今回も米国在住の日本人病理医との良き交流の場となりました。9月 5 日～ 8日は韓

国の釜山（Busan）で，第 8回Asia Pacific IAP Congress（APIAP）が開かれました。

日本からも 100 名以上の先生方にmoderator, speaker など様々な形でご参加いただ

き、アジア諸国から計 1,000 名を超す参加となりました。皆様のご協力に心より感謝

致します。コングレスは Prof. Shin Kwang Khang を会長に周到に準備され、充実し

た内容でした。この学会では IAP 日本支部の初めての試みとして、若手病理医の参

加発表支援を行いました。寄せられた感想文には、英語での発表・聴講の経験のみな

らず、海外の様々な病理医と交流したり、韓国の文化に触れたりする貴重な経験になっ

たことが記されており、有意義な企画となりました。また，加藤良平教授のお世話で

甲府市にて開催された日本病理学会秋期特別総会の翌日、11 月 23 日には第 53 回病

理学教育セミナーが開かれました。午前は乳腺病理をテーマとして海外から Prof. 

Lakhani をお迎えしての教育シンポジウム、午後はスライドセミナーがもたれました

が、共に大変盛況でした。12 月 6、7 日には横山繁生教授にお世話いただき、別府市

で第 13 回日韓合同スライドカンファレンスが開かれました（写真参照）。釜山での

APIAP 開催後間もない日程のため、参加者数が心配されましたが、優に 100 名を超

す参加者となり、熱心な討議で盛り上がりました。横山教授・教室の皆様には素晴ら

2014 年の年頭にあたって
IAP日本支部会長　中谷行雄（千葉大学医学研究院診断病理学）

第13回日本・韓国合同カンファレンス（参加者全員の集合写真）
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しい国際コンベンションセンターを会場として、きめ細かな

ご配慮や“おもてなし”をいただきありがとうございました。

韓国の先生方も大変感謝しておられました。moderator, 

speaker をはじめ、参加・ご協力して下さった皆様にも感謝

申し上げます。また、次回からはこれまでの骨軟部・非腫瘍

性腎疾患・肺・内分泌の臓器別カンファレンスに加えて、新

たに泌尿器系腫瘍グループもカンファレンスをもつことにな

りまりました。日韓 IAPが益々発展する大変嬉しい決定です。

2014 年は 3月 1日より米国 San Diego で USCAPが開催予

定です。Japan Night も例年通り、４日火曜日の夕方に行わ

れますので是非多くの参加をお願い致します。10 月 5 日から

はタイの Bangkok で Prof. Pongsak Wannakrairot を会長と

して第 30 回国際 IAP Congress が開催予定です。政情が安定

して盛会となることを願っています。国際IAP Congressの後、

日程は未定ですが第５回日台スライドカンファレンスが台湾

で開催されます。毎回、大変友好的なムードの中で行われて

いますので、今回も多数の参加をお待ちしております。11 月

20 － 21 日、那覇で吉見直巳教授を会長として病理学会秋期

特別総会が開かれる予定で、翌 22 日（土）に IAP 病理学教

育シンポジウム・スライドセミナーが予定されています。沖

縄での開催は 1996 年に岩政教授にお世話いただいて以来 18

年ぶりですので、病理学会と合わせて、是非多数のご参加を

お願い致します。そして、11 月 27、28 日には第９回APSMI

（Asia Pacific Society for Molecular Immunohistology）がフィ

リピンのCebu 島で開催予定です。

本年も松原修前会長、加藤良平次期会長、牛込新一郎本部

元会長、長村義之本部副会長、石川雄一常任幹事、清水道生

広報委員会委員長、小田義直教育委員会委員長、岩崎宏会計

監事および各理事の先生方と協力して、一層充実した生涯教

育ならびに国際的な学術活動を目指し、支部活動がこれまで

通り楽しく明るく、益々発展できますよう努める所存であり

ますので、会員の皆様には何とぞ宜しくご支援のほどをお願

い申し上げます。

大分大学医学部診断病理学講座

横山繁生

平成 25 年 12 月 6 日（金）、7日（土）、第 13 回日韓合同カ

ンファレンスと 4つのジョイントミーティング（骨軟部腫瘍

病理、肺病理、腎病理、内分泌病理）が大分県別府市の国際

コンベンションセンター（B-ConPlaza）で開催され、私が学

会長を務めさせて頂きました。参加者は日本側 74 人、韓国

側 45 人の計 119 人で、例年と変わらぬ参加人数でした。第 8

回 APIAP（9 月 5-8 日 , 釜山）直後の学会であったにもかか

わらず、韓国からの参加者はは予想以上でした。別府は韓国

でもよく知られた温泉リゾートで、添乗員が付いた家族連れ

のツアーを組んだグループもあったようです。開催前は寒い

日が続いていたため天候を心配していましたが、会期前後の

寒さを考えると不思議な程に暖かな二日間でした。

1日目は、日韓代表者の開会の挨拶、参加者全員の自己紹

介から始まり、日韓 4題ずつ、計 8題の一般症例の呈示があ

りました。先ず discussant が HE標本の所見と推定診断を呈

示し、次いで speaker が特殊染色・免疫染色等を含めた所見

および最終診断を呈示するというやり方で、多少時間はかか

るものの、症例を理解しやすい方法だと思いました。いずれ

も興味深い希少症例ばかりで、参加者全員が新しい知識を得

たと思います。一般症例セッション後には、Moon Ho Yang

先生の特別講演“Overview of AIDS, Historical and Present”

“The Future of Japanese ‒Korean IAP”がありました（写真 1）。

発表内容もさることながら、ときおり交える上手な日本語に

は驚かされました。

閉会後に参加者全員の集合写真を撮り、別室で懇親会が催

されました。多数の参加者があり、和気あいあいとした中で

両国間の親睦を深めて頂けたと思います（写真 2）。大分には、

第 13 回日本・韓国合同
カンファレンスを開催して

写真１　 特別講演のMoon Ho Yang先生に感謝
状の授与 
左から私（横山繁生）、Yang先生、IAP
日本支部会長の中谷行雄先生

写真２　日韓の懇親会参加者（内分泌病理グループ） 写真３　 盛り上がった２次会（肺病理グ
ループ）
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焼酎以外にも、日田市にサントリービール工場があり、安心

院（あじむ）ワインは今売り出し中で、懇親会のビールとワ

インは地元のものを使いました。懇親会終了後は、4つのジョ

イントミーティングのグループに分かれて 2次会を楽しんだ

ようです（写真 3）。

2日目午前中の 4つのジョイントミーティングでは、症例

呈示やミニレクチャーがあり、専門知識の交換、活発な討論

が行われました（写真 4、5）。

午後の半日ツアーには、別府の「地獄巡り / Hell Tour」

を準備しました。英語名の物珍しさもあってか、日本人を含

め参加者は意外に多く、2台のバスに分乗してのツアーとな

りました。コースは血の池地獄、竜巻地獄、海地獄の順で、

最初の「血の池地獄」では多くの韓国人が足湯を楽しんでい

ました（写真 6、7）。

小規模とは言え、教室員にとって公式言語が英語の学会開

催は初めてで、良い経験になりました。経験不足から来る小

さなトラブルも幾つかありましたが、概ね成功裡に終了した

と言うことでご容赦下さい。

最後にこの機会を与えて下さいました IAP日本支部会長の

中谷先生、常任幹事の石川先生を始め、参加頂いた会員の皆

様に深謝致します。

The 13th Japanese-Korean Conjoint Slide Conference of

International Academy of Pathology （IAP）

Section 1：2013. 12. 6 （Friday）

Beppu International Convention Center / Beppu B-ConPlaza

The 13th Korean-Japanese Conjoint Slide Conference of 

IAP （General Pathology）

13：00 ～ 14：00　Registration

14：00 ～ 14：30　Opening Ceremony

Opening address

Yukio Nakatani, M.D., Ph.D., President of the Japanese 

Division of IAP

Opening address

Shin Kwang Khang, M.D., Ph.D., President of the Korean 

Division of IAP

Welcome address

Shigeo Yokoyama, M.D., Ph.D., Conference President

Introduction of Korean Participants

Kun-Young Kwon, M.D., Ph.D., Chair of the International 

Cooperation,

President-elect of the Korean Division of IAP

第13回日本・韓国合同
カンファレンス：プログラム

写真６　日韓のツアー参加者（血の池地獄にて） 写真７　足湯を楽しむ日韓のツアー参加者（血の池地獄にて）

写真４　第10回日韓合同Bone Tumor Clubの集合写真（骨軟部病理グループ） 写真５　２日目午前のジョイントミーティング（腎病理グループ）
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Introduction of Japanese Participants

Ryohei Katoh, M.D., Ph.D., President Elect of the Japanese 

Division of IAP

14：30 ～ 15：30　 Part 1（4 cases： 15 min. for each case, 

including 5 min. for discussant, 5 min. for 

submitter and 5 min. for discussion）

J-1 Moderator：Ryohei Katoh M.D., Ph.D., University of 

Yamanashi

Submitter：Keisuke Ikeda, M.D., Ph.D., Fukuoka 

University

Discussant：Hye Seung Han, M.D., Ph.D., Konkuk 

University Hospital

K-1 Moderator：So Young Jin, M.D., Ph.D., Soonchunhyang 

University Hospital

Submitter：Keetaek Jang, M.D., Ph.D., Samsung 

Medical Center

Discussant：Shinichi Aishima, M.D., Ph.D., Kyusyu 

University

J-2 Moderator：Morishige Takeshita, M.D. , Ph.D. , 

Fukuoka University

Submitter：Haruto Nishida, M.D. ,  Ph.D. ,  Oita 

University

Discussant：Keetaek Jang, M.D., Ph.D., Samsung 

Medical Center

K-2 Moderator：Yong Koo Park, M.D., Ph.D., Kyunghee 

University Medical Center

Submitter：Sang Kyum Kim, M.D., Ph.D., Yonsei 

University College of Medicine

Discussant：Atsuji Matsuyama, M.D., Ph.D., University 

of Occupational and Environmental Health

15：30 ～ 15：50　Coffee break

15：50 ～ 16：50　 Part 2（4 cases： 15 min. for each case, 

including 5 min. for discussant, 5 min. for 

submitter and 5 min. for discussion）

J-3 Moderator：Osamu Matsubara, M.D., Ph.D., The 

Cancer Institute

Submitter：Hironori Ninomiya, M.D., Ph.D., The 

Cancer Institute

Discussant：Chong Woo Yoo, M.D., Ph.D., National 

Cancer Center

K-3 Moderator：In Sun Kim, M.D., Ph.D., Korea University 

Anam Hospital

Submitter：Jooryung Huh, M.D., Ph.D., University of 

Ulsan College of Medicine, Asan Medical Center

Discussant：Masanori Hisaoka, M.D., Ph.D., University 

of Occupational and Environmental Health

J-4 Moderator：Yoshinao Oda, M.D., Ph.D., Kyushu 

University

Submitter：Akira Maekawa, M.D., Ph.D., Kyushu 

University

Discussant：GheeyoungChoe, M.D., Ph.D., Seoul 

National University Bundang Hospital

K-4 Moderator：Kun Young Kwon, M.D., Ph.D., Keimyung 

University School of Medicine

Submitter：Shin Kwang Khang, M.D., Ph.D., University 

of Ulsan College of Medicine, Asan Medical Center

Discussant：Mariko Tanaka, M.D., Ph.D., University of 

Tokyo

16：50 ～ 17：50　Special Lecture

Moderator： Osamu Matsubara, M.D., Ph.D., The Cancer 

Institute

Lecturer： Prof. Moon Ho Yang, M.D., Ph.D. 

“Overview of AIDS, Historical and Present” and 

“The Future of Japanese- Korean IAP ”

17：50 ～ 18：00　Photo time

18：30 ～ 20：30　Welcome Banquet

Section 2： 2013. 12. 7（Saturday）

8：30 ～ 9：00　Registration

9：00 ～ 12：00　 Slide Conference（Bone & Soft Tissue, 

Kidney, Lung, Endocrine）

Companion Meetings

The 10th Japanese-Korean Conjoint Slide Conference of the 

Bone and Soft Tissue Pathology

The 6th Japanese-Korean Conjoint Slide Conference of 

Renal Pathology

The 5th Japanese-Korean Conjoint Slide Conference of 

Pulmonary Pathology

The 2nd Japanese-Korean Conjoint Slide Conference of 

Endocrine Pathology

12：30 ～ 16：30　Half-day Excursion

12：30　Lunch Time

日時：2013（平成 25）年 11 月 23 日（土）

場所：山梨大学甲府キャンパス

第 59 回日本病理学会秋期特別総会に続く 11 月 23 日の土

曜日に、山梨大学において 2013 年度の第 53 回病理学教育セ

ミナーが開催されました。開催に当たっては山梨大学医学部

2013年度の病理学
教育セミナー開催される
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の加藤良平教授、近藤哲夫准教授をはじめとして同教室の皆

様ならびに山梨大学の事務の方々に大変なご協力をいただき、

感謝申し上げます。会場は前日までの会場とは異なったもの

の JR 甲府駅からはより近く、受講者の大きな混乱もなく開

催することができました。

当日は好天にも恵まれ富士山を望むこともでき、多数の

方々の参加がありました。午前中の教育シンポジウムでは乳

腺病理がテーマであり、乳腺腫瘍のWHO分類の編集者であ

る Prof. Lakhani も演者に加わっていただいたため 294 名（会

員 154 名、非会員 140 名）と多数の方に参加していただき大

盛況でした。今回は混雑を避けるためモニターで講演を聴講

できるサテライトの部屋も準備し、こちらも多数の方に御利

用いただきました。午後のスライドセミナーでも、のべ 473

人の受講者となり、大盛況でした。シンポジウムのモデレー

ター、演者、ならびにスライドセミナーの講師の先生方には

ご協力いただきまして深く感謝申し上げます。

教育シンポジウム 　9：00－11：45（山梨大学A2号館）
テーマ： 乳腺病理　最近の動向 

Current topics of breast pathology

モデレーター： 津田　均（防衛医科大学第二病理） 

森谷卓也（川崎医科大学病理学 2）

演者：

1． Prof. Sunil R Lakhani（Breast Pathology Group, The 

University of Queensland Centre for Clinical Research, 

Australia） 

Diagnostic challenges in Breast Pathology, perspectives 

from the new WHO Classification

2． 堀井理絵（がん研究会有明病院病理部） 

乳管内増殖性病変の病理診断

3． 長谷部孝裕（埼玉医科大学国際医療センター病理診断科）

浸潤性乳管癌の正確な悪性度評価に有用な病理組織因子

4． 坂谷貴司（自治医科大学病理学講座・病理診断部） 

乳癌Ki-67 の評価－最近の知見と動向－

5． 大井恭代　（博愛会相良病院病理診断科） 

センチネルリンパ節生検の臨床的運用と病理学的評価

支部総会　12：00 － 13：00

今年度の病理診断学

術奨励賞は、菅野宏美

先生（北海道大学病院

病理部）、吉田朗彦先

生（国立がん研究セン

ター中央病院病理科）

の 2名の先生方に決定

いたしました。お二方

とも受賞対象の論文は

非常にクオリティーの高い論文でした。さらに功労賞は諸星

利男先生と橋本洋先生に、Silverberg 病理診断教育賞は岩崎

宏先生、真鍋俊明先生、向井　清先生が受賞されました。

スライドセミナー 　午後（山梨大学 T1 号館）

1時限目　13：30 － 15：30

A-1 肝生検の病理診断（非腫瘍性疾患）
全  陽（Institute of Liver Studies, King's College Hospital, UK）

B-1 皮膚色素性病変の病理診断
泉　美貴（東京医科大学医学教育学講座）

C-1 骨腫瘍の病理
小田　義直（九州大学大学院医学研究院形態機能病理学）

*D-1

口腔病理（顎骨に生じる嚢胞、腫瘍ならびに腫瘍
様病変）
高田　隆（広島大学医歯薬保健学総合研究院口腔顎顔面
病理病態学研究室）

2 時限目　15：45 － 17：45

A-2 腎生検の病理
上田　善彦（獨協医科大学越谷病院病理部）

B-2 前立腺癌 ―良悪性の鑑別を中心に―
鷹橋　浩幸（東京慈恵会医科大学病理学）

C-2 卵巣腫瘍の病理
安田　政実（埼玉医科大学国際医療センター病理診断科）

*D-2 軟部腫瘍の病理－新WHO組織分類をふまえて－
久岡　正典（産業医科大学医学部第一病理学講座）

* 印は新規コース

スライドセミナーの登録は全てホームページ上で行われ、

事前送付資料も全てDVDによるバーチャルスライドとなっ

ています。バーチャルスライドは 1枚の DVDに収めるため

一部で高画質の領域が制限されたりしていますが、今後はこ

の点の改善を目指したいと思います。今回から受付時の混雑

を回避するため会員と非会員に分けて受講するコースの資料

を受け取ってもらうというスタイルをとってみましたがいか

がでしたでしょうか。今回をもって鷹橋先生、安田先生、泉

先生、小田先生のスライドセミナーが終了となりましたが 3

年間どうもありがとうございました。一方で今回は新規の

コースが 2つ（高田先生、久岡先生）あり、いずれも受講者

数が満員近くで盛況でした。さらに次回は 4つの新規コース

2013年教育シンポジウム（山梨大学A2号館）

教育シンポジウムProf  Lakhaniの講演
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がスタートする予定です。皆様にとりまして病理診断能力の

向上に役立ち受講して良かったと思われるようなコースを企

画したいと思いますので次回も奮って御参加をお願いいたし

ます。

2014 年度の IAP 日本支部教育セミナーは 2014 年 11 月 22

日の土曜日に沖縄で開催の予定です。開催場所は現在検討中

ですが皆様が参加しやすいようにアクセス等を工夫していき

たいと思っておりますので多数の方々の御参加をお願い申し

上げます。

2013 年 IAP日本支部第 3回理事会
日　時：2013 年 11 月 23 日 （木） 12 時 00 分～ 13 時 00 分

場　所：甲府富士屋ホテル　4階　あずさ・つばさ

　　　　（山梨県甲府市湯村 3-2-30　TEL:055-253-8111）

出席者： 中谷、松原、加藤、清水、長尾、岩崎、長村、根本、

内藤、諸星、橋本、石川、高野（事務局）

欠席者：小田、森谷、黒田、岩下、牛込、吉野、白石

第 53回国際病理アカデミー（IAP）日本支部総会
日　時：2013 年 11 月 23 日 （土） 11 時 45 分～ 12 時 45 分

場　所：山梨大学甲府キャンパス　A2号館

　　　　（〒 400-8510 山梨県甲府市武田 4-4-37）

出席 85 名　欠席委任状 253 名　（会員 684 名中）

＊理事会および総会について議題は以下の通り
報告事項：
1．庶務報告

・2013 年度総会について

・会員関係 （新入会員および会費納入状況について）

2． 第 8 回 Asia Pacific IAP Congress （2013 年 9 月 5 － 8 日 , 

Busan, Korea） 

3．2014 年開催予定国際会議・学術集会

・ 103st USCAP （2014 年 3 月 1 日－ 3月 7日 , San Diego, 

CA）

・ 第 9 回 APSMI （2014 年 11 月 27,28 日、Cebu, 

Philippines）

・ 第 30 回国際 IAP Congress （2014 年 10 月 5 － 10 日 , 

Bangkok, Thailand）

・ 第 5 回日台合同スライドカンファランス（台湾） （日程

と場所は未定）

・ 2014 年 IAP 日本支部病理学教育セミナー（2014 年 11

月 22 日（土）、沖縄）

4．2013 年 News Bulletin を 4 回発刊した

5．委員会報告

・ 2013 年度 IAP日本支部・病理診断学術奨励賞について

　吉田朗彦先生 （国立がん研究センター中央病院 病理科）

　菅野宏美先生 （北海道大学病院 病理部）

・ Award 委員会より、功労賞、Silverberg 病理診断教育

賞について

　功労賞：諸星利男先生、橋本　洋先生

　 Silverberg 病理診断教育賞：岩崎　宏先生、真鍋俊明

先生、向井　清先生

6．その他

　

審議事項：
1．次年度からの理事・役員の改選：結果承認

2．会計報告および予算案

1）2012 年収支決算報告　2）2013 年収支経過報告 

3）2014 年収支予算案

3． 2013 年 IAP 日本支部病理学教育セミナー （2013 年 11

月 23 日（土）、山梨大学） 

4． 第 13 回日韓合同スライドカンファランス （2013 年 12

月 6 － 7 日、別府コンベンションセンター）

5． 2014 年 IAP 日本支部病理学教育セミナー（2014 年 11

月 22 日（土）、沖縄）

6．その他

　・病理学教育セミナー当日の新規会員の登録について

　・USCAP雑誌購読料について

　・ 日韓 IAP に泌尿器腫瘍系グループの臓器別カンファ

レンスが加わる件について

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科

病理学（腫瘍病理分野）　大学院生

原田　舞

病理医を目指して 1 年半の大学院生です。Poster session

で case report を出させて頂きました。私にとっては、初め

2013年IAP日本支部総会議事録（第53回
国際病理アカデミー（IAP）日本支部総会）

APIAP 2013 Busan に参加して

2013年スライドセミナー会場（山梨大学T1号館）
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ての韓国で初めての国際学会と、初めてづくしの学会となり

ました。Poster や slide seminar で日々の診断に役立つ知識

をいくつか持ち帰ることができました。やはり情報共有は重

要で、今後、自分自身も、経験した症例などをこのような場

で積極的に提示できたらと思いました。Busan は想像以上に

都会でした。ビーチが絶景で、特に夜には高層ビルの明かり

が美しく、そのような地でAsia、Pacific の活力を感じた数

日間でした。主催の先生方、発表の機会を与えて下さった先

生方、ありがとうございました。

虎の門病院後期レジデント　後期研修医

北脇優子

初期研修 2年を終え、今年から病理を本格的に勉強し始め

た矢先、APIAP2013 Busan の話が舞い込んできました。日

本の病理学会も一度しか行ったことがありませんし、国際学

会なんてもちろん初めてで、こんな機会がすぐにやってくる

とは驚きました。当然英語のポスター作製も初めてで、部長

に助けていただきながら四苦八苦して何とか完成させました。

会場でも語学力が足りず、英語の講義は部分的にしか理解で

きないものも多くありました。しかし、丸一日講義を聴くの

を続けるうちに、少しずつ慣れてくることがわかり、今後英

語を勉強するモチベーションにつながりました。他の病院か

ら参加した若手の先生方と交流を深めることができたのも貴

重な体験でした。また参加する機会が訪れるまで、病理と英

語の勉強に励もうと思います。

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科

病理学（腫瘍病理 / 病理学第二）大学院生

谷口恒平

今回APIAP に参加させていただいて多くのことを経験で

きました。症例報告を英語でまとめることもですが、各国の

病理医の先生方が研究や診断の面でどのようなことをされて

いるのかを知るきっかけを頂きました。診断に関する講義も

あり、英語でわからない部分もありましたが、いろいろな知

識を得られました。何よりもこれからさらに研鑽を積んで病

理医として成長したいというモチベーションを持てたことは

大きな経験でした。この経験を糧に日々一歩ずつ努力してい

きたいと思います。

Award 選考委員会は 2013 年功労賞に長年の日本支部への

貢献から諸星利男先生と橋本　洋先生を、2013 年 Silverberg

病理診断教育賞には、これまで病理診断学の教育・普及に大

きく貢献されてきた岩崎　宏先生、真鍋俊明先生と向井　清

先生の受賞を nominate した。この案件は第 3回理事会と総

会で承認された。なお、Award 選考委員会は長村義之委員長、

加藤　洋副委員長、牛込新一郎、諸星利男、松原　修が委員

を務めている。総会での授賞式には諸星先生と真鍋先生が所

用のため欠席された。

●諸星先生は第 11 代会長（2004 － 2006 年）、その前後の次

期会長、前会長、種々の役員、中でも 1996 － 2000 年の 5 年

間にわたって教育委員長を務めて頂いた。IAP 日本支部への

多大な貢献があるなかで、日本－台湾スライドカンファレン

スを始められ、今までに 4回を交互に開催している。また、

日韓のスライドカンファレンスにも友好の深化に貢献された。

第 9回のものは沖縄の那覇で岩政輝男先生を会長に開催され、

諸星先生の温厚な人柄もあって、大成功であり、この会以来、

日韓の関係がグーと近づいたことが特記される。

●橋本先生は第 12 代会長（2007 － 2009 年）、その前後の次

期会長、前会長、種々の役員、中でも理事指名委員長を長く

勤めて頂いた。2008 年には第 2回日台スライドカンファレン

スを主催され、また 2010 年の教育セミナーを北九州国際会

議場で開催され、大成功であった。教育セミナーのモデレー

ター、演者、教育スライドセミナーも務められた。2003 年第

4回 Surgical Pathology Update の演者をやってもらったとこ

ろ、Boston の Christopher DM Fletcher が「何も難しい症例

を私のところに送る必要はない、洋のところへ送りなさい」

との発言は今でも忘れることができない。

2013 年 IAP日本支部
Award 選考について

功労賞

左から、中谷会長、諸星先生、長村選考委員長

橋本先生と中谷会長
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●岩崎先生には会計監事を 2007 年から 7 年以上にわたって

務め、理事、理事指名委員、病理診断学術奨励賞選考委員な

どの役員を務めてもらいました。大所に立ったご意見のお蔭

で日本支部は大きな失敗もなく今日があると思います。1999

年の教育シンポジウム「病理学領域におけるコンピューター

とインターネットの利用」を企画してくださいました。特に

軟部腫瘍などの病理診断では今なお世界の leader の一人であ

り、福岡大学医学部でご活躍です。

●真鍋先生には理事を 1998 － 2000 年、2001 － 2003 年、

2005 － 2007 年と 3期にわたって理事を務めてもらいました。

教育スライドセミナーでは 1992 － 1994 年に皮膚病変、1998

－ 2000 年に皮膚の色素性病変の講演をしてもらい、2001 年

に第 7 回日韓スライドセミナーを倉敷で主催していただき、

大成功でした。京都大学を退官後も滋賀県立成人病センター

研究所所長として現役でご活躍中です。

●向井先生には 2002 － 2004 年の理事を務め、1994 年の教育

シンポジウム「病理診断の精度管理」について、2002 年には

「病理学における感染症」についてシンポジウムを企画して

頂きました。2002 － 2004 年には「胸腺上皮性腫瘍」のスラ

イドセミナー、ほかにも教育セミナーで演者として講演をお

願いしました。常に病理診断の先端を走られ、米国での新し

い情報にも精通されています。今も東京済生会中央病院病理

診断科部長としてご活躍です。

病理診断学術奨励賞は、病理診断領域において優れた英文

論文を発表した若手病理医（40 歳以下）に対して贈られる賞

であり、2013 年は 5名の応募がありました。選考委員会にて

以下の 2名（50 音順）が選出されました。菅野宏美先生（北

海道大学病院病理部）、吉田朗彦先生（国立がん研究センター

中央病院病理科）。本賞の授賞式は IAP 日本支部主催の教育

シンポジウム（2013 年 11 月 23 日於山梨大学甲府キャンパス）

の休憩時間を利用して行われました。

IAP日本支部　2014年理事・役員名簿

会長  中谷　行雄

千葉大学大学院医学研究院診断病理学

前会長  松原　修

（公財）がん研究会がん研究所病理部

次期会長  加藤　良平

山梨大学医学部人体病理学

常任幹事  石川　雄一

（公財）がん研究会がん研究所病理部

広報担当  清水　道生

埼玉医科大学国際医療センター病理診断科

Silverberg 病理診断教育賞 病理診断学術奨励賞の受賞について

2014 年 IAP日本支部
新理事・役員一覧

中谷会長、菅野先生、吉野選考委員長

向井先生と中谷会長

岩崎先生と中谷会長

中谷会長、吉田先生、吉野選考委員長
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教育担当  小田　義直

九州大学大学院医学研究院形態機能病理

理事  黒田　誠

藤田保健衛生大学医学部病理診断科

理事  石川　雄一 

理事  岩下　明徳　福岡大学筑紫病院病理部

理事  長尾　俊孝

東京医科大学人体病理学

理事  森谷　卓也

川崎医科大学病理学２

理事  都築　豊徳

名古屋第二赤十字病院病理部

会計監事  岩崎　宏

福岡大学医学部総合医学研究センター病理学

IAP本部
前会長  牛込　新一郎

慈恵会医科大学客員教授

副会長  長村　義之

国際医療福祉大学病理診断センター長三田病院

IAP日本支部広報委員会
委員長  清水　道生

埼玉医科大学国際医療センター病理診断科

副委員長  森谷　卓也 

委員  加藤　良平 

委員  根本　則道

日本大学医学部病理学

IAP日本支部教育委員会
委員長  小田　義直 

副委員長  黒田　誠 

委員  長尾　俊孝 

委員  内藤　善哉

日本医科大学病理学 （統御機構・腫瘍学）

IAP日本支部・病理診断学術奨励賞選考委員会
委員長  吉野　正

岡山大学大学院病理学 （腫瘍病理/第二病理）

副委員長  清水　道生 

委員  岩下　明徳

福岡大学筑紫病院病理部

委員  小田　義直 

委員  都築　豊徳 

外部委員  （日本病理学会から１名）

（日本臨床細胞学会から１名）

IAP日本支部・Award（賞）委員会（学術奨励賞以外）
委員長  長村　義之 

副委員長  岩崎　宏 

委員  諸星　利男

医療法人社団北篠会 秦野老人保健施設みかん

委員  橋本　洋 ㈱臨床病態医学研究所

委員  松原　修 

IAP日本支部理事指名委員会
委員長  松原　修 

副委員長  橋本　洋 

委員  岩崎　宏 

委員  吉野　正 

委員  白石　泰三

三重大学医学研究科腫瘍病態解明学

IAP日本支部事務局
（公財）がん研究会がん研究所病理部

 石川　雄一、大谷　茉子

川崎医科大学　病理学 2　森谷卓也

この度は、理事に選出していただ

き誠にありがとうございます。

これまでの 3年間は、広報委員会・

学術奨励賞選考委員会の担当理事、

50 周年記念国際シンポジウム演者、

2013 年教育シンポジウム担当などを

させていただきました。今後もより

一層精進し、少しでも会員の皆様の

お役に立てるよう努力します。ご指導ご鞭撻のほど何卒よろ

しくお願い致します。

名古屋第二赤十字病院　病理診断科　都築豊徳

この度は IAP 日本支部理事に選出

して頂き、誠に有り難う御座いまし

た。自分の病理医としての経歴の中

で、様々な面で IAP に手助けして頂

きました。今後はその恩返しとして、

IAP の目的である病理学の研究、教

育、国際間連携を着実に進めていき

たいと考えております。何分にも初

めての大役ですので、諸先生方のお力をお借り出来れば幸い

です。

IAP 日本支部　新理事
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会期：2014 年 3 月 1 日（土）～ 3月 7日（金）

場所：San Diego Convention Center，San Diego, CA

＊参加登録など、詳しくはホームページをご覧ください。

http：//www.uscap.org/meeting/20239

※  USCAP San Diego Japan Night は 3 月 4 日（火曜日）の

17：30 からを予定しています。IAP 日本支部会員の方々

は是非ご参加ください。

会期：2014 年 10 月 5 日（日）～ 10 日（金）

場所： Bangkok Convention Centre at Centralworld, Bangkok, 

Thailand

＊ 詳しくはホームページをご覧ください。（演題登録締め切り

は 4月 30日、Early registration Deadline は 6月 30日です）

http：//www.iap2014.com/index.php

会期等開催につきましては、ホストであります台湾側会長

より詳しい情報が入り次第、ホームページ等で御案内致しま

す。今しばらくお待ちください。

会期：2014 年 11 月 23 日（土）

場所：沖縄

会場等に関する詳しい情報が入り次第、ホームページ等で

ご案内致します。いましばらくお待ちください。

2014 年分の会費について、未だ納入されていない方は、な

るべくお早めにお納め下さいますよう宜しくお願い申し上げ

ます。なお、過去の年会費（昨年 2013 年分、またはそれ以前）

の未納がある場合は、2014 年 2 月より、News Bulletin なら

びに各ご案内書類が発送停止となりますのでご注意ください。

メールアドレスの登録について、未登録の方はご登録下さ

い。また、所属先等、登録内容に変更が生じた場合は、速や

かに事務局までご連絡下さいますようお願い申し上げます。

事務局の電話番号が変更になりました。以下をご確認いた

だきますようお願い申し上げます。

＜ IAP日本支部事務局＞

〒 135-8550　 東京都江東区有明 3-8-31 

（公財）がん研究会がん研究所病理部内

常任幹事　石川雄一

事務局　　大谷茉子

Tel: 03-3520-0111（5601）／ Fax: 03-3570-0558 

E-mail: jdiap@jfcr.or.jp

rqrqrqrqrqrqrq

皆様あけましておめでとうございます。News Bulletin 

2014No. 1 をお届けします。

本号では会長の年頭のご挨拶に加え、第 13 回日韓合同ス

ライドカンファレンス（別府大分、世話人横山繁生教授）、

昨秋行われた IAP 病理学教育セミナー（甲府）、2013 年度

IAP日本支部学術奨励賞ならびに IAP日本支部功労賞ならび

に Silverberg 病理診断教育賞をお知らせします。また、昨年

行われた任期満了に伴う役員選挙の結果にもとづき 2014 年

度の役員が決まり、新たな名誉会員も加わりました。

2014 年は 3月の第 103 回 USCAP（San Diego, USA）に始

まり、10月の第 30回国際 IAP Congress（Bangkok Thailand）、

第 5回日台合同スライドカンファレンス（台湾）、11 月 IAP

病理教育セミナー（沖縄）が開催される予定です。どうぞ、奮っ

てご参加下さい。新たな体制のもとで IAP 日本支部の 2014

年学術活動が始まります。何卒皆さまのご支援をお願い申し

上げます。

広報委員会委員長　清水道生

　　　　副委員長　森谷卓也

　　　　　　委員　加藤良平

　　　　　　委員　根本則道

Upcoming Meeting

103rd USCAP Annual Meeting

第 30 回国際 IAP Congress 

Bangkok

第 5回日本・台湾合同スライドカンファランス

2014 年度 IAP病理学セミナー
（シンポジウム・スライドセミナー）

事務局からのお知らせ

あとがき


